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母 乳 よ りの非 定 型 抗 酸 菌 の 分 離 とそ の1分 離抗 酸菌 に つ いて

河 合 恭 幸

広野高原病院(院長安田寛之博士)

受付 昭和55年2月4日

緒 言

結核菌 に 似 て 非 な る いわ ゆるAtypicalacid-fast

baciUiに よると思 われ る肺結核類似 の 疾 患が 最近 注 日

され,そ の方面 の研 究 も漸 時発展 の一途 をた ど りつつあ

るが,こ の よ うな疾患が 小児において もみ られ ることは

Weedら1)の8例 の小児 の頸 腺や顎 下腺腫瘤 よ り結核

菌 は分離 で きなか った が非結核 性抗酸菌 を分離 しえた と

い う報文に もみ られ るところであ る。

このよ うな小児 の疾患 といえ ど も一般 の成人肺結 核の

場合に 比べ てその感染経路に 差 異があ るとは考 え られな

いが,概 して顧慮 されていない ように思 われ る感染 経路

の1つに 母乳 の問題があ る。

か ってKhudushina2)は 授乳 中の101名 の肺結 核患

者および16名 の健 康授乳 者の母 乳 よ り結核菌 の分離培

養 を行ない,対 照 としての健 康者の それ よ りは結 核菌は

もちろん,い か な る菌株 も分離 されなかったに もかかわ

らず肺結核 患者の それ よ りは 結核 菌が23.7%に 分離

されたが,そ の分離結 核菌は弱毒で あ り,こ の よ うな患

者に よって養育 された 乳幼児Mそ の誕 生後1年 ない し

1年 半 もッベル ク リン反応陰性に 終始 してい る と述べ て

い る｡こ れ らの分離菌株 が結 核菌か否か は別 として,こ

の よ うに母 乳中 よ り抗酸菌が分離 され うる とい うこ とは

当然考 え られ るところであ る。

この問題に 関連 した 牛乳中の 抗酸菌に ついては 佐 々

木5)お よび岸 本4)ら の業績 がみ られ るが,母 乳 中抗酸

菌に 関す る 報告 は すでに 述べたKhudushinaお よび

私5)の 報 文 を除いてあ ま りみ られない よ うで ある。

そこで私は健 康授 乳者お よび肺結 核患者の母乳 よ り抗

酸 菌の分離培養 を 試 みた結果,1名 の 健康産婦の 母乳

よ り結核菌 とは明 らかに性状 を異に した1抗 酸菌(石 井

M株)を 分離 しえたので報 告す る。

なお,私 は生体材料 よ り検 出 され る ところの結核菌に

似て非な る抗酸菌に対 して と くに「非定型抗酸菌」とい う

名称を用いてい るが,こ の こ とについ てはすでに 他の報

文6)に 述 べたので今回は改めて述べ る ことを省略 した 。

第1章 非 定型抗酸菌の分離

第1節 健康産婦 な らびに肺結核産婦母乳 よ り

の分離 培養

1.実 験方法

広 島市民病院,県 立 広島病 院および国立呉病 院に入院

中の健康 産婦,計103名 な らびに呉市東保 健所管 括肺結

核産婦4例,合 計107名に ついて母 乳 を採 り4%硫

酸水 あ るいは4%苛 性 ソーダ液 を等 量加 えて20～30分

室 温に静置 したの ち3,000回 転10分 間遠心沈 澱 し,そ

の沈渣 および上 層に浮 上 した ク リーム様層の一部 を採 つ

て,岡 ・片倉培地 また は3%小 川培地に 接種 し37℃,

8週 間に わた って培養観察 した。

なお,母 乳の採 取に あた っては,乳 房 の消毒は もちろ

ん,最 初に流 出す る ものは これ を棄て,数 回搾乳のの ち

に流 出す る もの を厳に 無菌的に 大型滅菌 ス ピッツグ ラス

に採 取す るよ う細心の注意 を払った 。

2.実 験成績

培 養成績 は表1に-括 して示 した。

す なわ ち,103名 の健康産婦 の うち31名 ・39件 に

ついて住吉法に 準 じて非定型抗酸菌の分離培養 を試 みた

ところ,そ の沈 渣 よ り1例 の非定型抗酸菌(石 井M株)

を分離 しえた。 また72名 ・104件に ついて小川法に 準

じて分離培養 を試 みたが,結 核菌 も非定型抗酸菌 も培養

陰 性に終つた 。

次に,肺 結 核患者4名 ・8件に つい て小川法に よつて

培養 したが,こ れ また結核菌は もちろん非定 型抗酸菌 も

発育 して こなかつた 。

したがつ て,計107名 の産婦 よ りの母乳150件に つ

いて行 なつた 分離培養 の結果,結 核菌M全 く陰 性であつ

たが,広 島市民病院入院 中の石井某 な る産婦乳 よ り1株

(0.9%)の 非定型抗酸菌 を分離 しえた 。

第2節 分離抗酸菌石井M株 の集落性状

分離 抗酸菌の岡 ・片倉培地に お ける初代 ない し2代 目

の集落発生後1週 間前後に お け る肉眼 的外観性状 につい

て種 々観察 した ところ,概 略次 のよ うな所 見を得た 。

す なわち,そ の集落 は白色系,non-photochromogenic

strainに 属 し,小 型円形集落 を形 成し表面辺縁 と もに平

滑で,光 沢性,粘 稠性 な くR型 であつた 。

初発集落 の形成に 要 す る日数M10日 であつて,集 落

の色調 も純白色 で ある点 を も考 えれば,結 核菌 とはやや

趣 きを異に してい る もの と思 われた 。

第3節2,3の 生物学的性状

さきに私7)は 肺結核患者喀痰お よび 切除肺 よ り分離
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表1母 乳よりの非定型抗酸菌分離培養成績

された 各種非定型抗酸菌の 生物学的 諸性状 を 報告 した

が,本 菌株 の それについて,そ の うちの2,3の 生物学

的性状 を同様の実験方法に従つて検 討観察 した結 果,次

に示 す所 見を得た 。

1.菌 形:長 短種 々の穎粒桿菌 であ り,Ziehl-Neelsen

染色に よ り美麗 な赤色 を示 した。

2.抗 煮沸性:1'50"

3.カ タラーゼ活 性:戸 田8)の 定性試験法に よれば,

本菌株 は きわめて強盛 なる カタラーゼ作用(冊)を 示 し

た。

4.Cord形 成性 な らびに中性紅 反応:Cordを 形成せ

ず,中 性紅反応は陰性であつた 。

5.テ ル リッ ト加培地に お ける発育能:テ ルルレ酸 カ リ

を0.05%お よび0.1%の 割合に 加 えた3%小 川培地

および これ を加 えない対照3%小 川培地に 本菌株 を接

種 した ところ,本 菌株 は人型結核菌H37Rv株 と同様 の

態度 を 示 し,対 照培地 を 除 き テルル酸 カ リの0.05%

および0.1%培 地 のいずれに も発育 を抑制せ られ,集

落 の形成 をみなか つた 。

6.抗 結核剤に 対す る感受性:3種 の 抗結核剤 すなわ

ちStreptomycin(SM),para-Aminosalicylicacid

(PAS)お よびIsoniazid(INAH)に 対す る感受性 を,

それ ぞれ の抗結核剤稀釈添加小川培地 を用い て検討 した

結果,表2に 示す結果 を得た 。

表2分 離抗酸菌の抗結核剤に対する感受性

注:冊 集落数∞,卅 集落数>200,廾 集落数>100,+集 落数<99

す なわ ち,供 試抗酸菌石井M株MSM,PASお

よびINAHの3種 の 抗結核剤に 対 していずれ も高度

の耐性 を有す ることを認めた 。

第4節 ハ ツヵネズ ミに対す る態 度

1.実 験動物

供試動物 は体重17～20gのC3H系 雄 性 ブ ラ ック

マウス(熊 本系)3匹 を使用 した 。

2.実 験方法

法 に従つ て 供試抗酸菌 の10mg/cc生 塩1水均等 浮游

液 を作製 し,そ の0.1ccあ て をハ ツカネズ ミの 尾静脈

内に接種 した。

また,動 物は菌接種後 おおむね6週 後に 屠殺剖検 し,

内臓 とくに肺,肝,脾 および腎に つ いて肉眼的病変 の観

察のほかに 直接塗抹鏡検 を行 な うとと もに定量還元培養

を もあわせ行なつた 。

3.実 験 成績

表3分 離抗酸菌のハ ツカネズ ミに対す る態度

注:※ 分子は内臓病変の程度(戸 田8)による)を,ま た分母は定

量培養の成窯を示す。

病変

の
程
度

卅 結節 きわめ-多 数で腸器
全体を覆 う,の

卅 結節多数

廾結節相当数

+結 節 きわめて少数

培
養成

績

卅 発育集落数無数

昔 発育集落数>100コ

+発 育集落数<99コ

実験成績 の大要は表3に 一括 して掲げまた。

すなわ ち,3匹 のハ ツカネズ ミはいずれ も斃死す るこ

とな く生存 したので菌 接種後46日 目に屠殺剖検 した結

果,ハ ツカネズ ミNo.1で は 肉眼 的病変 は 認 め られな
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かつ たが その脾 よ りの還元培養陽性で あつ た。No.2で

は その腎に灰白色膿瘍状病 巣 を認 め,そ の病巣部の還元

培養では陽性 を示 した。また,No.3で はその肝 にNo.2

の腎 と同様の 膿瘍状病巣 を認 め 還元培養 も陽性で あっ

た。 さらに肉眼 的病変 は認 め られ なかっ たが その腎 よ り

の還元培養 もまた陽性 であつた 。

以上の所 見よ り,さ きにTarshis9)の 分類 に 示唆 を

得 て,被 接種 マウ スにおけ る所 見差 に基づ く非定 型抗酸

菌 のハ ツカネズ ミに対 す る病 原性 の程度 を4段 階 に分類

した私10)の 分類 に従 えば,分 離抗酸菌石井M株 は,

「実験期 間8週 間の うちに 斃 死す ることな く生存 す る

が,肉 眼 的病巣 を作 り,臓 器塗抹 および定量還元培養 で

抗酸菌陽性 であ るもの,た だしその菌量 は第1群 に比べ

ると少ない」 とい う第2群 に属す る菌株 と考 えへられ る。

考 案 的 結 語

非 定型抗酸菌 に よると思 われ る肺結核類似 の疾 患わよ

びその原因菌 と目され る非定 型抗酸菌 に関す る研究 につ

いては,今 や世界的な発展をみせつつあ ることは,1959

年 度国際 結核病学 会11)の この方面 の シンポ ジウムに よ

つて も明 らか であ る。

私は このよ うな菌群 によ る感染 がすでに乳幼 児期 にお

いて もあ るのではなか ろうか と考 え,母 乳 よ り本菌群 を

分離 すべ くその分離培 養 を試 みた ところおお よそ次に示

す結果 を得 た。

1)103例 ・142件 の健康 産婦母 乳 よ りの抗酸菌分離

培養 において,結 核菌 は陰性 であつたが1株(0.9%)

の非定 型抗酸菌 を分離 しえた。

2)4例 ・8件 の肺結核 産婦母乳 よ りの それでは,例

数は少ないが 結核菌 も非 定型抗酸菌 も培養 陰性に 終 つ

た。

3)分 離抗酸菌 石井M株 は,白 色系,non-photo-

chromogenに 属 し,抗 煮沸性1'50'',カ タラーゼ活

性 強盛,Cordを 形成せず,中 性紅反応陰 性,各 種 の抗

結核剤 に対 して高度の耐性 を示 した。なお,テ ル リット

加培地 上では テルル酸 カ リの0.05%濃 度 こよつて も

その発育 を抑制 せ られた。

4)分 離抗酸菌 はハ ツカネズ ミに対 し,軽 度なが ら病

原 的態度 を示 した。

5)以 上の所 見よ り,この分離菌株 は占部 ら6)12)～14)

のい ういわゆ る 「非 定型抗 酸菌 」の範 疇に入れ られ うる

菌株 と考 え られ る。

以上の よ うに今回の検討の範 囲 内においては,肺 結核

産婦 よ りの本菌群分離培養 成績 については その例数不足

のためなん と もいえないが,健 康産婦母 乳中 よ り僅少な

が ら1株 の非 定型抗 酸菌 を分離 しえた。 この点 さ らに例

数 を重 ねて検 討すれば,こ の よ うな抗酸菌が母 乳か らも

一層数多 く分離 され うることを示唆す る もので あるとと

もに母 乳 もまた非 定型抗酸菌 感染経路の1つ として考 え

ること も可能ではなか ろ うか。

稿 を終 るにのぞみ,本 研究 に御協力 を頂 いた広島市民

病院山岡0行 博士,県 立広島病院新甲洋 博士 お よび国立

呉病院 田中壮 博士 らの産婦 人科医長諸先生に深 謝す ると

と もに,本 研究 に積極 的御努力 を賜 わつた国立賀茂療 養

所研究検査科寺谷0男 技官 をは じめ菅,金 谷,神 信お よ

び東 技官 に深 謝 します。
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